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平成30年度 在宅医療推進多職種連携研修会


	「地域包括ケアシステム時代」を迎え、「病院から地域へ」とパラダイムシフトが起きる中、健康の定義や治療を含むケアの提供のされかたが変化し、予防の重要性が高まる等、医療は「病院」の建物内にとどまらない広い役割を社会全体から期待されています。診療報酬改定においても、その方向への誘導が見られ始めています。
　病院の歴史的変遷や他の地域の事例から、これからの時代の病院医療のあり方や一人ひとりの医師がどうあるべきかを、皆さんと考えていきます。
日本医師会生涯教育講座の講座受講証を発行する予定です。（CC13,CC80）
１　講　　演　　広瀬クリニック　院長
廣瀬　弥幸　先生
「廣瀬先生は腎臓内科・透析が専門ですが、長崎大学病院で経営や診療情報管理に携わり、医療経営士1級を取得して現在も長崎大学病院の経営の会議に参画しておられます 」
座長  長崎市医師会
井上　啓爾　理事
　２　場　　所　　長崎市医師会館 7階講堂（長崎市栄町2-22）
３　開 催 日　　平成30年6月13日(水)
４　時　　間　　19：00～21：00　　　

[image: image1]
５　定　　員　　約200名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６　参 加 費　　無　料
　　　　　　　　　　
７　申込方法　　参加ご希望のかたは、
　　　　　　　　　6月8日（金）までに電話またはFAXでご連絡ください。（講師への質問を事前に受付致します）
　８　申 込 先　  長崎市包括ケアまちんなかラウンジ
　　　　　　　　  TEL：095-893-6621　FAX:095-826-3021
病院名

参加者名

職   種




長崎市包括ケアまちんなかラウンジ、長崎市医師会病院部会　共催





在宅医療推進多職種連携研修会申込票








